
新
資
料
紹
介

川
端
康
成

「生
徒

の
肩
に
枢
を
戴
せ
て

葬
式

の
日
、
通
夜
の
印
象
」

(石
丸
梧
平
主
宰

「団
簗
」
掲
載
)

宮

崎

尚

子

は
じ
め
に

川
端
康
成
の

「生
徒

の
肩
に
枢
を
戴
せ
て

葬
式
の
日
、
通
夜
の
印

象
」
を
発
見
し
た
の
で
新
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
。

こ
の
資
料
は
川
端
康
成
が
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
の
五
年
生
だ

っ
た
時
、

石
丸
梧
平
主
宰
の
雑
誌

「団
樂
」
に
掲
載
さ
れ
、
「師
の
枢
を
肩
に
」
と

し
て
広
く
知
ら
れ
な
が
ら
所
在
不
明
で
あ

っ
た
文
章
で
あ
る
。
『川
端
康

成
全
集
』
(新
潮
社
)
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
章
で
あ
り
、
川
端
の

文
章
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
も
あ
る
。

川
端
は
後
年
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
で

「倉
木
先
生
の
葬
式
」
(「
キ
ン
グ
昭

和
二
年
三
月
)
と

「師
の
棺
を
肩
に
」
(「東
光
少
年
」
昭
和
二
十
四
年
六

月
)
と

い
う
二
つ
の
作
品
を
書

い
て
い
る
。
十
九
巻
本

『川
端
康
成
全

集
』

の
年

譜

に
は

「
大
正

五
年

、
国

漢

の
教
師

山
脇

(満

井
)

成
吉

の
推

挙

で
、

な
く
な

っ
た
英
語

の
教

師
倉

崎
仁

一
郎

を
追

悼

し
た
作

文

「
師

の

枢
を

肩

に
」

が
、
茨

木
中

学

で
山
脇

成
吉

の
同

窓
だ

っ
た
石
丸

梧
平

に
送

ら

れ
、

大

阪

で

彼

が
主

宰

発

行

し

て

ゐ
た

雑

誌

「団

簗
』

に
抄

載

さ

れ

た
。
」
と

記

さ

れ

て

い
る
。

川
端

香

男

里
氏

は

『川
端

康

成

全

集
』

の
解

題

に
お

い
て

「
こ
の
最
初

の
か
た
ち

を

一
見

し

て
み
た

い
と
切

に
願

っ
て

は

ゐ
る
も

の
の
、
今

日
ま

で
校

訂
者

は

、
発
表

誌
を

手

に
し

て

ゐ
な

い
。

勿
論

、
著

者

の
許

か
ら

も

現
在

ま

で
見

出

さ

れ

て
ゐ
な

い
。
」
と

述

べ
て

い
る
。
今

回
紹

介
す

る
新

資
料

は

こ

の

「
最
初

の
か
た

ち
」

に
近

い
も

の

で
、

初
期

の
川

端
作

品
解

明

の
為

に
も
看

過

で
き

な

い
資

料

で
あ

る
と
言

え

る
。

改

め

て

こ
の
発
見

さ

れ
た
資

料
を

見

て
み

る
と

「
大

正
五
年

」

は
大
正
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六

年

の
誤

り

で
、

「
師

の
枢

を

肩

に
」

と

い
う

題
も

「
生
徒

の
肩

に
枢

を

戴

せ

て
」
と

い
う

総
題

で
あ

っ
た
。

こ

の
題

は

石
丸
梧

平

の
手

に
よ

る
可

能

性

が
高
く

、

こ
れ
と

は
別

に

「
葬
式

の
日
、
通

夜

の
印
象

」
と

い
う

題

が
附

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
題

が

川
端

に
よ

る
も

の
か
ど

う

か
は
ま

だ

は

っ

き

り
分

ら
な

い
。

こ
の
作
文

が

国
語

の
満
井

教
諭

に

よ
る
指

示

で
あ

っ
た

な

ら
ば

、

ク

ラ
ス
に
与

え
た

題

で
あ

っ
た

可
能
性

も
否

定

で
き

な

い
か
ら

で
あ

る
。
ま

た

日
誌
と

い
う

形

で
あ

っ
た

可
能
性

も
あ

る

が
、

こ
れ

は
今

後

調
査

し

て

い
き

た

い
。

い
ず

れ

に
せ
よ

、
川
端

は

題
名
も

雑
誌

の
発

行

年

も
間

違

っ
て
書

き
記

し

て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

の
こ
と

が
、
雑

誌

「
団

蘂

」
自

体

が
希

少

で
閲

覧
困

難

な
資
料

で
あ

っ
た

こ
と

に
加

え

、
発
見

が

遅

れ
た

理
由

に

つ
な

が

っ
た

の
だ

と
思

わ

れ
る
。

ま
た

、
川

端

の
原
文

に

は
石
丸

の
添

削

が
入

っ
て

い
る
も

の
と

思
わ

れ

る
。

し
か

し
現
時

点

で
は
ど

こ
ま

で
石

丸

の
添
削

が

入
り
、

ど

こ
ま

で
川

端

の
原

文

が
生

か
さ

れ

て

い
る

か
は
不

明

で
あ

る
。
添

削
を

考
え

る
際

は

、

こ

の
雑

誌

「
団
樂

」

が
文
字

通
り

家
庭

雑
誌

で
あ

っ
た
と

い
う
点

も
考

慮

し

て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

な

お
、
こ
の

「
生
徒

の
肩

に
枢

を
戴

せ

て

葬

式

の
日

、
通
夜

の
印
象

」

の
様
子

は
、

茨
木

中
学

校

の
同
窓

会
久

敬
会

の

「
会
報

」
第

三
十

二
号

の

別

冊

で
臨

時

会
報

「
故
倉

崎

仁

一
郎
先

生
追

悼
号

」

の
内
容

と
詳

細

に
至

る
ま

で

一
致

し

て

い
る
。

こ

の
追

悼
号

に

川
端

の
名
前

は
見

ら

れ
な

い
が

、

茨

木
中

学
校

の
教

員
、

久
敬

会

の
会
員

、
卒

業
生

、
生

徒
、

遺
族

た
ち

の

追

悼
文

が

一

一
〇
頁

に
渡
り

掲
載

さ

れ

て

い
る
。

五
年

間
受

け
持

た

れ
た

五
年

級

の
生

徒
達

の
文
章

も

掲
載

さ

れ

て

い
る
。
「
在

校

生
涙

の
日
誌

」

と
題

さ

れ
、
第

五
年

級

は
山
本

英
雄

「
臨

時

五
年
級
會

」
、
中

谷
俊
雄

「葬

儀

の
當

日
」
、
太

田
重

英

「
東

本
願
寺

茨

木
別

院
通
夜

」
、
高
谷

圭

三

コ

月

二
十
九

日
」
、
田
村

正

雄

=

月

二
十

九

日
」
、
松

下
久

一

=

月

二
十

九

日
」

の
六
人

の
文

章

が
掲
載

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ

に
よ

る
と

、
臨

時

五

年
級

会

に

て
葬

式

の
人
夫

を
願

い
出

た
事

や
、

通
夜

に
は

一
旦

帰
宅

し

た

者
も

含

め
、
皆

が
参

加

し
た

こ
と
な

ど

が
記

さ
れ

い
る

。

こ

の
他

の
資
料

と

し

て
は
、
川

端

の
下
級

生

で
あ

っ
た
大

宅
壮

一
の
当
時

の
日
記

に
も
触

れ

ら
れ

て
お
り

、

五
年
級

全
員

で
倉

崎
先

生

の
棺
を

担

い
で
葬

列
を

成

し

た
事

は

問
違

い
な

い
よ
う

で
あ

る
。

何

よ
り
も

、

こ

の
決

議

は
生
徒

の
自

主
的

な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

が
、
周

囲

の
人
達

を
感

動

さ
せ

て

い
る
。

同

じ

よ
う

に
感
動

し

た
石
丸

氏

に
よ

っ
て

「
団
樂

」
誌

上

で
紹
介

さ

れ

る
に

至

っ
た

の
が
掲

載

の
経

緯

で
あ

る
。
ま

た

、

「会

報

」
第

四

十

八
号

に

は

十
七

回
忌

と

い
う

理
由

で
倉
崎

先
生

の
遺

影

が
掲
載

さ

れ

て

い
る

の

で
、

見

る
事

が

で
き

る

。

以

上
述

べ
て
き

た
よ
う

に

、
「
生
徒

の
肩

に
枢

を
戴

せ

て

葬
式

の
日
、

通
夜

の
印

象
」

の
扱

い
は
慎
重

で
あ

り

た

い
が
、
今

回

の
新
資

料
発

見

に

よ
り

、
今
後

三

作
品

の
本

格
的

な
比

較
研

究

が
期
待

さ

れ
る
。

ま

た
、
「十

六
歳

の
日
記
」

な
ど

の
初

期

の
作
品

は
も

と

よ
り

、
川
端

文
学

の
虚

構
性

を
検

証

で
き

る
資
料

と

し

て
も

期
待

で
き

る
。

以
上

の
こ
と

か
ら

川
端
康

成
文

学
を

解
明

す

る
上

で
、
貴

重
な

資
料

で
あ

る
と

言
え

る
。
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FE
汐
」

■
團
簗
三
月
號
目
次
口
口
口

口
表
紙
書

名
越
國
三
郎
氏

口
西
洋
名
書
;
第

一
課
」

シ
ー
モ
ア
ー
、
ル
ー
カ
ス
氏

口
令
嬢
令
息

口
よ
い
姉
妹

口
女
子
大
學
出
身
者
の

「母
の
會
」

口
可
愛
い
令
嬢

口
生
徒

の
肩
に
枢
を
の
せ
て

口
絞
り
の
談
話
會

口
生
駒
山
中
の
盛
花
會

口
小
説
挿
圭
旦

伊
原
宇
三
郎
氏

■
幸
福
と
は
何
ぞ

顧
問

谷
本
富

(二
)

■
無
病
息
災
樂
し
い
日
常
生
活

別
所
彰
善

(八
)

■
日
本
人
と
今
後
の
食
物
問
題

殴酉學
博
士

木
下
東
作

(
=
二
)

■
天
才
書
家
の
面
影

蒲
原
有
明

(二
八
)

■
美
術
家
希
望
の
青
年
男
女

菊
池
契
月

(三
三
)

■
圭旦
に
志
す
人
々
へ

(給
書
研
究
の
第

一
歩
)

盤
月
桃
甫

(三
六
)

 
マ
マ
ボ
 
で
は
コセ
メ
ノ
ト
ピ

■
男
が

「遊
び
」
を
感
ず
る
場
合

櫻
メ
ン
ト
株
式
會
社
専
務
取
締
役

阪
本
巳
之
松

(四
六
)

■
女
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
な
る
場
合

某
讐
學
博
士
夫
人

(四
八
)

■
女
ヒ
ス
テ
リ
ー
11
男
遊
蕩

石
丸
喜
世
子

(五
〇
)

■
生
徒

の
肩
に
枢
を
の
せ
て

茨
木
中
學
生

川
端
康
成

(八
四
)

■
姑
に
愛

せ
ら
れ
た
嫁
の
實
例

酒
見
富
士
子

(四

こ

■
月
給
取
り
の
娯
楽
の
研
究

箕
面
電
鐡
専
務
取
締
役

小
林

一
三

(五
八
)

■
苦
労
話
と
樂
し
い
思
ひ
出

大
阪
匿
裁
判
所
某
検
事
夫
人

(二
四
)

■
團
簗
に
入
り
し
名
妓

(八
千
代
楯
彦
結
婚
物
語
)
記
者

(六
八
)

○
家
庭
圓
満

(木
下
博
士
)
11
玩
弄
た
る
女

で
な
い

(緒
方
博
士
)
11

伊
藤
の
御
前
さ
ん
と
八
千
代
さ
ん

(花
外
の
お
悦
さ
ん
の
話
)
11
謙
遜

の
女

(日
野
辮
護
士
)
彼
の
女
の
新
し
い
生
命

(石
丸
梅
外
)

■
婚
禮
の
夕

(長
詩
)

正
富
圧
洋

(六
六
)

■
雛
祭
の
話

徳
島
縣
立
高
等
女
學
校
教
諭

橋
本
報

一

(六
二
)

■
雛
祭
の
お
重
詰

野
田
輝
子

(六
五
)

■
甘
く
て
気
の
き
い
た
春
の
精
進
料
理

石
丸
喜
世
子

(
一
八
)

■
三
月
の
絡
菜
献
立
表
二
種

野
田
輝
子

(八
三
)

■
な
つ
か
し
い
五
十
三
次

東
本
願
寺
法
王

大
谷
句
佛

(七
二
)

■
盛
花
の
初
稽
古

大
阪
府
立
農
學
校
講
師

堀
雲
秀

(七
七
)

■

一
ヶ
月
間
の
重
な
る
社
會
の
出
來
事

記
者

(八
六
)

口
文
藝
雑
話

石
丸
梅
外

(九
〇
)

■
き
の
ふ
の
薔
薇

(長
篇
小
説
)

加
藤
朝
鳥

(九
五
)

口
犬

(短
編
小
説
)

広
瀬
文
豪

(二
六
)

口
蕾
吹
く
風

(挿
絡
小
説
)
正
富
圧
洋

(八
)

■
故
由
上
葉
春
氏
の
追
懐

高
橋
源
之
助
、
繹
超
空
、
加
藤
朝
鳥
、

阿
部
櫻
畔
、
水
仙
花
女
、
石
丸
梅
外

(
一
〇
八
)

■
短
歌
と
表
現

安
田
青
風

(
一
一
四
)

口
短
歌

(矢
澤
孝
子
選
)

(
一
一
九
)

■
短
歌

(若
山
牧
水
氏
選
)

(
一
二
二
)

口
各
地
詠
草

(
一
二
四
)
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俳
句

(藤

原
游
魚

氏

選
)

(
一
二
五
)

口
各

地
句

會

報

(
一
二
六
)

口

親
愛

と
感

想

(
一
二
七
)

口

新
刊

紹
介

(
七

四
)

口

社
告

(
一
二
九
)

■

謡
曲

婦
人

録

(
四

六
)

【口
絵
】

生
徒
の
肩
に
枢
を
戴
せ
て

大
阪
府
立
茨
木
中
學
校
教
諭
倉
崎
先
生
の
葬
儀

(写
真
上
段
)
弔
辞
の
様
子
。

(写
真
中
段
)
花
環
な
ど
を
持
っ
た
生
徒
達
の
葬
列
の
様
子
。

(写
真
下
段
)
枢
を
担
ぐ
生
徒
達
の
様
子
。
(解
説
宮
崎
)

先

生

の
需
巫枢

が
其
愛

育

さ

れ
た
生

徒

の
肩

に
よ

つ
て
墓

場

に
送

ら
れ
た

と

云

ふ
消
息

を

見

て
私

は
思

は
ず
涙

の
流

る

る
を
禁

じ
得

な

か

っ
た
。
淳

朴

な

茨
木

中
學

に

し

て
初

め

て
見

ら
る

・
眞
心

の
現

は

れ
だ
と

は

云

へ
、

故

人

の
温

情

が
如
何

に
少

年

の
胸

に
深
く

沁

み
入

つ
て
居

た

か
が
窺

は

れ
る

。

今

の
世

に

は
珍

ら
し

い
情
誼

で
は
な

い
か

。
か
く

て
こ
そ
人

の
子

の
教

師

と

な

っ
た
も

の

・
眞

の
満
足

が
あ

る
わ

け

。
か
く

て
こ
そ
美

し

い
子
弟

の

道

と

し

て
人

の
世

に
歌

は

る

・
わ
け

で
あ

ら
う
。

筒
袖

に
袴

、
脚

絆

は
茨

木

中
學

の
昔

な

が
ら

の
制
服

で
あ

る

が
。

こ

の
制

服

の
ま

・
の
枢

昇
き

。

こ

の
制

服

の
ま

・
の
花

持
ち

や
提

燈
持

ち

お

・
い
ち

ら
し
き

少
年

の
、

美

し
き

群

よ
。

(石
丸
生

)

【本
文
】

生
徒
の
肩
に
枢
を
戴
せ
て

大
正
六
年

一
月
廿
九
日
午
前
四
時
、
大
阪
府
立
茨
木
中
學
校
教
諭
從
六
位

倉
崎
仁

一
郎
先
生
は
、
突
如
拶
溢
血
の
為
め
に
逝
去
せ
ら
れ
た
。
先
生
は

明
治
二
十
八
年
茨
木
中
學
の
創
立
早
々
來
任
し
、
爾
来
二
十
二
年
加
藤
校

長
を
輔
け
て
今
日
に
及
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
島
根
縣
の
人
、
英
語

と
歴
史
と
を
専
門
と
せ
ら
れ
た
が
、
生
徒
に
封
し
て
は
常
に
深
い
同
情
を

以
て
接
せ
ら
れ
た
の
で
其
教
へ
を
受
け
た
も
の
は
何
人
も
長
く
先
生
を
忘

る

・
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
左
に
掲
げ
た
る

一
篇
は
、
同
校
の
生

徒
に
し
て
最
近
ま
で
先
生
の
慈
し
み
の
下
に
あ

つ
た
川
端
君
の
手
に
成
つ

た
も
の
で
、
葬
式
前
後
の
子
弟
の
情
誼
が
濃
か
に
記
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

特
に
乞
ふ
て
こ
れ
を
採
録
す
る
事
に
し
た
。
尚
ほ
巻
頭
の
爲
真
は
、
私
が

十
敷
年
前
の
、
同
校
に
於
け
る
同
級
の
友
に
し
て
今
は
同
校
の
教
諭
兼
舎

監
た
る
満
井
成
吉
君
の
厚
意
に
よ
つ
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
枢

の
、
生
徒
の
肩
に
戴
せ
ら
れ
た
る
は
、
私
の
感
慨
措
く
能
は
ざ
る
も
の
で

あ
る
。
(梅
外
生
)

葬
式
の
日
、
通
夜
の
印
象

茨
木
中
學
校
五
年
生

川
端
康
成

口
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「
エ

ッ
1

ほ

ん
と
う

か

?
」

信
ず

る
に

は
あ

ま

り

の
驚

愕

で
あ

つ
た
。

否

む

に

は
、
あ

ま
り

に
友

の
顔

が
蒼

ざ

め

て
居

た
舎

監
室

の
漏

井
先

生

の
涙

は
更

に
此
悲

し
む

べ
き
事

實

を
信

ず

べ
く
強

い
た

。

あ

・
我
敬

愛
惜

く
能

は
ざ

る
倉

崎
先

生

は

一
月

二
十

九

日

の
未

明
、
多

う
ち

ゆ

く
の
人

々
の
驚
き
と
悲
し
み
の
中
に
突
如
と
し
て
逝
か
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

寄
宿
舎

の
大
火
鉢
を
園
ん
で
居
る
若
い
人
々
の
眼
に
は
落
謄
と
失
望
と
の

熱
い
涙
が
満
ち
て
居
た
。
學
校
に
出
る
と
控
所
の
あ
ち
こ
ち
に
も
、
し
め

や
か
な
悲

し
い
ま
ど
ゐ
が
見
ら
れ
た
。

實
際
、
倉
崎
先
生
は
二
十
有
絵
年
我
中
學
の
為
め
に
何
物
を
も
顧
み
ず

に
墨
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
校
長
さ
ま
の
信
頼
も
厚
か
つ
た
。
殊

に
我
々
教
へ
を
受
け
た
も
の
に
は
そ
の
誠
心
を
以
て
接
せ
ら
れ
た
温
情
に

な

つ
か

封

し

て
、

い
つ
ま

で
も

く

忘

れ
る

こ
と

の
出
來

な

い
懐

し
さ

が
迫

つ
て

來

る

の

で
あ

る
。

然
も

こ

の
突
然

の
永

別

は
、
我

々
を

し

て
更

に
深
く

悲

レ
 
こ

く

し
ま

し
む

る
も

の
が
あ

つ
た

。

こ

の
計

音

に
接

し

て
、
顔
を

蔽

ふ

て
働

巽

し
な

い
も

の
が
な

か

つ
た

の
も
自

然

の
情

で
あ

る
。

口

こ

の
日
、

武
術

の
時

間

に
、

五
年
級

の
級

會

が
道
場

に
開

か

れ
た
。

議

題

は
、
倉

崎

先
生

の
御

長
逝

に
封

し

て
我

々

の
報

恩

の
方
法

と

云

ふ
こ
と

で
あ

つ
た
。

涙

に
満
ち

た
級

友
等

は
、

如
何

に
も

感
慨

に
絶

え

ぬ
態
度

で
、

い
ろ

く

と

語
り

合

つ
た
。

然

し
そ

の
方
法

が
あ

ま
り

に
複

雑

に
な

つ
た

の
で

「
葬
式

當

日
に
於

て
」

と

云

ふ
こ
と

に
限

ら
れ

た
。

そ
れ

に
も

い
ろ

く

の
相
談
が
出
た
が
、
質
素
は
學
校
の
主
義

で
も
あ
り
、
故
先
生
の
遺

志

で
も
あ

る

か
ら
と

云

ふ

の
で
、
先

づ
第

一
に
葬
式

當

日

の
凡

て
の
人
夫

を
我

々
に
於

て
引
受

け

や
う

で
は
な

い
か
と
議

が
纏

つ
た
。

そ
れ

は
私

た

ち

に
取

つ
て
、

其
眞

心
を

現

は
す

に
最
も

ふ
さ
わ

し

い
尊

い
も

の
で
あ

っ

た

口

先

生

が
な
く

な

ら
れ

た
朝

、
そ

の
日

の
教
室

で
は
他

の
先
生

が

た
か

ら

種

々
故
人

の
履

歴

や
逸
話

の

一
端
を

聞

い
た

が
其
夜

の
寄

宿
舎

の
静

座

の

時
間

に

は
加
藤

校
長

か

ら
更

に
詳
細

な

お
話
を

承

つ
た

。
尚

ほ
三
十

日
葬

式
當

日

の
午
前

、

五
年
級

一
同
は
講

堂

に
集

つ
て
、
濱

田
先
生

か

ら
御
臨

終

の
有

様

な

ど

を

承

る

こ
と

が

出

來

た

。
土

曜

日

に

は

い

つ

に
な

く

「
死

」
と

云

ふ

こ
と

や
御

自
身

の
子

達

の
教

育

の
こ
と

や
、

そ

の
上

生
徒

の
誰

彼

の
こ
と

ま

で

M
と

K

と

は
身

艦

が
虚

弱

だ

か

ら

、

誰

々
は
ど

う

し

て
や
り

た

い
な
ど
と

、

し
ん

み
り

し
た

お
話

が
あ

つ
た
と

の
こ
と

、
私

た
ち

は
思

は
ず
涙

に
曇

つ
た
。
實

際
先

生

は
生
徒

の
こ
と
を

い

つ
も
頭

に
置

い
て
居

ら
れ

る
人

で
あ

っ
た
。

學
年

の
末

に

一
人

の
生
徒

を
落

第

さ
せ

る
に
も

、
多

く

の
御
心

使

ひ
が
あ

る
と

云

ふ

こ
と

は
兼

々
聞

い
て
居

る
と

こ

ろ
で
あ

つ
た

。

■
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冬

の
午
後

、
寒

い
風

が
吹

い
て
、
淡

い
太

陽

の
光

が
悲

し
く
照

つ
て
居

る
。
質

素
な

、
然

し
嚴

粛
な

葬
式

の
列

が
淋

し

い
町
並

を
抜

け

て
茨
木

別

院

に
向

ふ

の
で
あ

っ
た

。
幡

、
提

燈
、

生
花

、
花

環

、
榊
な

ど
す

べ
て
和

服

に
脚

絆

の
制
服

制
帽

の
生

徒

た
ち

の
手

に
あ

つ
た

。
更

に
先
生

の
霊

枢

は
、
哀

慕

に
沈
む

五
年

級
生

徒

の
肩

に
あ

つ
た
。

斯
う

し
た

嚴
粛

な
葬

列

う
つ

は
、

町

の
人

々
に
珍

ら

し
く

映

つ
た

ら
し

か

つ
た

。

一
般

の
會
葬

者

に
も

此

師
弟

の
温

情
を

痛
く

感
激

せ

し
め
た

や
う

で
あ

つ
た
。
枢

に

つ
寸
く

遺

族

の
方

々
、

茨
木

中
學

職
員

、
校

友

の
久
敬
會

員

な
ど

、

い
た
ま

し

い
心

に
閉

さ
れ
た

静

か
な
葬

列

は
可

な
り
長

か

つ
た
。

卒
業

生

が

こ
れ
ほ
ど
多

敷

に
集

ま

つ
た

こ
と

は
、
學

校

の
創
立

以
來

見

る

こ
と

が
な

か

つ
た
と

の

こ
と

で
あ

つ
た
。

葬
場

に
於

け

る
最
後

の
別

離

は
更

に

い
た
ま

し
か

つ
た
。

廣

い
堂
内

に

も
會

葬

者

は

一
ぱ

い
で
あ

つ
た

。
在
學

生

は
橡
端

に
満

ち

て
居

た
。
暉

僧

の
引
導

の
後

、
加

藤
校

長
、

天
坊

先
生

、
満

井
先

生

、
久
敬

会
総

代
、

在

校

生
総

代
な

ど

の
弔
文

朗
護

は

、
ま
た

新

な
る
涙

を
誘

ふ
の

で
あ

つ
た

。

口

葬
式

の
夜

、
私

た
ち

一
同

は
茨

木
別

院

で
通
夜

を
す

る

こ
と

・
な

つ
た

。

そ
れ

は
故

先

生

の
、
山

陰

に
居

ら
れ

る
兄
君

と
、

遠
く

嫁

が
れ

て
居

る
長

女

の
方

と

が
、
雪

の
為

め

に
未
だ

お
着

き

に
な

ら
な

い
の
で
、

お

二
方

の

だ

び

永

別
を

告
げ

ら

れ
る
ま

で
、

茶
毘

に
付

す

る

こ
と

を
待

つ
事

に

な

つ
た

の

で
あ

る
。

そ
し

て
今

夜

は

こ

の
別

院

に
故
先

生

の
遺
骸

を
護

ら
ね

ば
な

ら

ぬ

の
だ

が
、
唯

職
務

の
為

め

の
番
人

の
、
冷

た

い
手

に
委

せ

て
置
き

た
く

な

い
と

云

ふ
の
が

、

こ
の
通
夜

の
動

機

で
あ

つ
た

。

本

堂

の
黄

色

い
障

子
と

枢

を

め

ぐ

ら

す
白

い
幕

と

が

、
集

ま

っ
た
も

の

・
心
を

し

め
や

か

に
す

る

。
夜
を

徹

し

て
も

尚

ほ
明

日

の
授

業

に
差
支

へ
な

い
強

い
も

の
だ

け

と

云

ふ
こ
と

で
あ

つ
た

が
、
夕

暮

の
汽
車

が
着

く
度

に
高

槻

や
山
崎

や
吹

田
な

ど

か
ら
皆

が
集

つ
て
來

た
。
故

先
生

の
保

讃

に
よ

つ
て
學

籍
を

保
ち

得

た

Y
も

見
え

た

。
健
康

を
氣

つ

か
わ

れ

た

M
も
來

た
。

斯
う

し

た
人

々

の
口
か

ら
ま

た
も
故

先
生

の
逸

話

や
噂

が

く
り

返

し
語

ら
れ

た
。
入

學
試

験
も

話

題

に
上

つ
た
。
夜

が
更

け

る
と

、

幹
事

の
心

づ
く

し

で
う
ど

ん

の
御
馳

走

な
ど

が
あ

つ
た

。

や
が

て

F
君

の
獲

議

で
、

F
君

が
導
師

と
な

つ
て
、

お
寺
生

ま

れ

の
H

や

S
や

T
君

の
讃
経

が
捧

げ

ら
れ

た
。
皆

が
頭

を
垂

れ
手

を
合

せ

て
枢
前

に
詣
で
た
。
蝋
燭
の
火
が
ゆ
ら
く

と
淋
し
く
ゆ
れ
て
寒
い
夜
が
だ
ん

ふ

く

更
け
て
行
つ
た
。

【奥
付
】團

攣
定
債
表

普
通
號

一
冊

金
拾
八
銭

(郵
税

一
銭
五
厘
)

特
別
號

一
冊

金
廿
五
銭

(郵
税
二
銭
)

六
冊

合
計

金
壼
圓
蓼
拾
武
銭

▲
團
簗
の
會
員
に
な
つ
て
下
さ
る
方
は
本
社
ヘ
ハ
ガ
キ
で
其
旨
を
御
通
知

下
さ
い
ま
せ
。
會
費
は
半
年
分
壼
圓
十
銭
ア
ト
か
ら
集
金
郵
便
で
集
め

る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
又
會
員
の
方
は
本
社

の
音
楽
會
そ
の
他
の
會
合

:・



に
ご
招
待
致
し
ま
す
。

◎
團
簗
廣
告
面

字
詰
は
五
號
活
字

一
行
廿
三
字
詰

一
段
廿
行

一
頁
二
段

六
十
行
に
て
木
版
を
要
す
る
も
の
は
別
に
實
費
を
申
受
く
べ
し
其
料
金
及

等
級
等
は
御
照
會
次
第
詳
細
回
答
可
致
候

大
正
六
年

二
月
廿
七
日
印
刷
納
本

(毎
月

一
回

一
日
獲
行
)

大
正
六
年
三
月

一
日
獲
行

大
阪
府
曲豆
能
郡
熊
野
田
村
三
〇
七
七
番
地

獲
行
兼
編
輯
人

石
丸
五
平

東
京
市
京
橋
匿
弓
町
十
三
番
地

印
刷
人

柴
田
柾

一
郎

東
京
市
京
橋
厘
弓
町
十
三
番
地

印
刷
所

千
代
田
印
刷
株
式
會
社

大
阪
府
曲豆
能
郡
熊
野
田
村
三
〇
七
七

獲
行
所

團
攣
社

振
替
口
座
大
阪
三

一
一
三
七
番

東
京
市
外
、
大
久
保
百
人
町
三
五
五

團
簗
社

(み
や
ざ
き

な
お
こ
/

大
学
院
文
学
研
究
科
第
二
十
六
回
修
了
/
尚
綱
大
学
)
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【附
記
】

財

団
法
人
川
端
康

成
記
念
会

の
川
端
香

男
里
氏

か
ら

「
こ
れ

で
永
年

の
宿

題
が
ひ
と

つ
解
け

た
感
が

い
た
し
ま
す

。」
と

い
う

お
言
葉

を
賜
り
ま
し
た

。
ま
た
、
川
端
康
成
文

学
館
館

長
田
中
洋
子
氏

に
は

「故
倉
崎
仁

一
郎
先
生
追

悼
号
」
の
複

写
で
大
変
お
世
話

に

な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
ご
教
示
頂

い
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。






